
 

 

 

 

 

揺れを感じたり、緊急地震速報を受けた時は、 

身の安全を最優先に行動しましょう。 

 

丈夫なテーブルの下や、物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動して

こない」空間に身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見ましょう。 



 

地震時にあわてて行動すると、転んだり、落ちてきた物やガラスでけがを

することがあります。また、揺れが激しい時に火を消そうとすると、鍋のお

湯をかぶるなどけがをするおそれがあります。けがをすると、地震直後の火

の元確認や初期消火などの行動ができなくなります。 

 

 

現在の都市ガスやプロパンガスは、震度 5 程度で自動的にマイコンメーター

がガスの供給を遮断するように設定されています。火の元の確認や、出火した

場合の初期消火は、揺れがおさまってからあわてずに行いましょう。また、避

難が必要な時は、ガスの元栓や電気のブレーカーを切って避難しましょう。 

 

 



 

 

地震に備えて室内を安全に！ 

地震に対する家具類の対策をしましょう。 

 

■安全な居住空間をつくる 

 寝室などには、できるだけ家具類を置かないようにしましょう。 

■家具類のレイアウトに注意 

 家具類が転倒・落下・移動しても、避難に支障がなくけがをしないような家

具の配置をしましょう。座る場所や寝る場所の付近では、背の高い家具類は置

かないようにしましょう。 

■家具類の転倒・落下・移動防止 

 家具やテレビなどを固定し、転倒・落下・移動防止措置をしておきましょ

う。特に就寝中の地震発生に備えて、寝室の家具は優先的に固定を行ってく

ださい。重いものを下に収納することで、家具の重心が低くなり転倒しにく

くなります。 

 



 

 

 

 

近年に発生した直下地震でけがをした原因を調べると、約 30～50％の人が、家

具類の転倒・落下・移動によるものでした。高層階では、低層階に比べ揺れが大

きくなる傾向があり、転倒・落下に加え家具類が大きく移動する危険があります。 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

東京消防庁では、防火上優良と認められる建物に対して、優良防火対象物認定証（通称：優マーク）

を建物などに表示できる制度を行っています。認定された建物は、東京消防庁ホームページで公開し

ています。 

 また、地図情報「防火対象物の安全に関する地図情報」でも確認することができます。 

 

 

優良防火対象物認定証（通称：優マーク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 携帯・スマートフォンやパソコンから消防法令違反の建物の情報や地図上で建物の安全に関する情報

を確認できます。みなさんが建物を安心して利用するための目安となりますので、ぜひご活用ください｡

詳しくは、東京消防庁のホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

1995年に発生した阪神・淡路大震災の教訓から、通常の消防力では対応が困難な救

助事象に迅速に対処するための部隊の必要性が提起されました。このため創設された

のが、消防救助機動部隊（愛称：ハイパーレスキュー）です。 

 ハイパーレスキューは特殊な技術・能力を有する隊員と、大型重機などの特殊車両

を備え、多数の人命を早期に救助することを目的としたスペシャリスト部隊です。 

 東日本大震災の教訓を踏まえて、今年３月末、新たに八王子市に第九消防方面本部

消防救助機動部隊（9HR）を整備します。これにより、震災をはじめとする大規模複

合災害に対し、迅速かつ的確に対応する体制が強化されます。 

 

消防救助機動部隊の腕章 

 
［画像探査装置］ 

先端のカメラを倒壊した建物のすきまに差込んで、閉じ込められている人を

探します。 



 

 

 

 
震災等の大規模災害に対する能力に加え、放射性物質、生物剤、毒劇物・

危険物等のＮＢＣ災害に対し、専門の知識・技術・装備を備えた部隊です。

（八王子市） 

 

震災等の大規模災害に備え特殊な技術・能力を有する隊員と高度な装

備・資器材により編成する部隊です。（大田区） 

 

 

 

 

 

 



 

放射性物質、生物剤、毒劇物・危険物等の NBC災害発生時に的確かつ

迅速に対応するための専門部隊です。（渋谷区） 

 

 

震災対応を主要任務とする一方、水面上における急流救助活動にも対

処できる装備と技術を有しています。（足立区） 

 

 

震災等の大規模災害に備え特殊な技術・能力を有する隊員と高度な装

備・資器材により編成する部隊です。（立川市） 

 

 



 



 

 

消防少年団は、消防の仕事や防災に関心のある小学生から中学生までの少

年少女で結成されています。消防の仕事や火災予防について学んだり、防

火・防災の呼びかけや地域の美化活動など社会のためになる活動をしていま

す。またキャンプなどの楽しい野外活動も実施しています。 

 東京消防庁では、地域の消防署ごとに消防少年団が結成され、防火・防災

に関する知識・技術を身につけ、規律ある団体活動や奉仕活動などを行って

います。消防少年団は、社会の基本的なルールをきちんと守り、思いやりの

心を持った責任感のある大人に育つよう、日々の活動に取組んでいます。 

 

 

 

「東京版 救急受診ガイド」はこちらから 



 

 

好評につき第 2弾!! 

鞄にすっぽり入るスリムデザイン。 

真空二重構造で温・冷長持ち。容量 160ml 

 

色・デザイン等実際と異なる場合があります。 

 

 

 ＜応募方法＞ハガキに①住所②氏名③年齢④性別⑤職業⑥広報とうきょう消

防をご覧になった感想をご記入のうえ、下記の宛先までご応募ください。 

 

〒100－8119 (住所不要)  東京消防庁広報課 ｢広報とうきょう消防｣編集担当 

＜ 締  切 ＞平成 25年 3月 11日（月）必着 

（応募はお 1人様につき 1枚とさせていただきます。） 

＜当選発表＞プレゼントの発送をもって発表にかえさせていただきます。 

 

※応募の際にご記入いただきました個人情報につきましては、抽選・アンケー

ト集計事務にのみ使用させていただきます。 
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